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1  は  じ め  に

青森県のニンニクウイルスフリー株は,生産者に配布さ

れる段階に至ったが ,ウ イルスフリー株を配布するに当た

り,ウ イルスフリー株の生育特性,生産力,モザイク症状

(ニ ンニクモザイクウイルスによる)の発現等について継

続検討 してきた。昭和58年から60年までの 3か年の結果に

ついては,第 2報 りで報告したが,その後更に 2か年検討

し,隔離網室から露地栽培に移して 5年経過 した株までの

知見が得られたので,結果を報告する。

2試 験 方 法

昭和58年から62年までの 5か年,ウ イルスフリー株 (以

下 ,フ リー株とする)の生育の推移,収量更に肉眼観察に

よるモザイク症状の発現について非茎頂培養株 (茎頂培

養していない株 )と比較検討した。比較に供試した非茎頂

培養株は,毎年病徴の激しい株を除去 しながら栽培してき

たモザイク症状の軽い当場保存株である。なお,隔離網室

から栽培圃場に暴露した株を経過年数により,暴露 1年～

5年株と表示した。試験区は,昭和58年から60年は,種子

りん片重の 5夕 ～20夕 まで 1夕 ごとに15区分とし1区20株

植付けし, 1区制とした。また,61年から62年は,種子り

ん片重12～13夕 とし,61年は 3区制,62年は 2区制とした。

栽培様式は,う ね幅160御 ,株間15"の 4条植え (1,667

株ノa)と し,透明マルチ栽培とした。植付けは, 9月 下

旬～10月 上旬で,収穫は 7月 上～中旬に行った。

更に,昭和61年～62年に,6月 20日 ～ 7月 15日 の間,5
日ごとに, 1区 10～ 20株抜き取り, 1区制とし収穫適期を

検討した。
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注 非茎培 :非茎頂培養株  ()内 はS以下。
種子重58～ 60年 :5～ 20′  61～ 62年 :12～ 13′

草丈,生葉数,葉鞘径は 5月 30日 調査。抽台率は,葉鞘内及び葉鞘外抽台を示す。
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3試 験 結 果

表 1に フリー株のマルチ栽培における地上部形質及び生

産力の経年変化を示した。フリー株は,草丈,生葉数,葉
鞘径とも非茎頂培養株を上回り,抽台率も高かった。これ

らの特性は暴露 4～ 5年株においても認められた。

非茎頂培養株に対する増収率は,年次によって変動はあ

るが,暴露 1年株で 7～26%, 2年株で 0～ 11%,3年株

で 5～ 9%,4年株で 0～ 9%, 5年株で 4%増収し,暴

露 4～ 5年株においても増収効果が認められた。

特に 2L級の割合が,暴露 4～ 5年株においても高 く,

フリー化による肥大促進効果が認められた。

表 2に 5か年を通じてのモザイク病の発生状況を示した

が,多い場合でも3%程度の発病株率で極めて少なかった。

表 3 時期別生育状況

注 フ :フ リー株 (暴露 1年株)非 :非茎頂培養株 透明マルチ栽培
61年の全重,球重,球径は乾燥後の調査結果

表 4 球の形状及びBrix示度 (昭 62)

表 2 モザイク病発病株率(GMV)

表 3,表 4に示したように,フ リー株は,非茎頂培養株

に比較して葉の枯れる時期は遅くなるが,球の肥大は早く,

裂球の発生が早い傾向がみられた。

球の形状,Brix示度,保護葉の色からみた収穫適期は ,

昭和61年 ,62年とも6月 30日 前後であり,フ リー株と非茎

頂培養株との間に差異は認められなかった。

(昭 61～ 62)
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しかし,適期から5日 後の裂球率は,フ リー株が高かっ

た。これらのことから,フ リー株では球の形状をみて特に

適期収穫を徹底する必要がある。

以上の結果より,フ リー株の使用による良質多収生産は

期待できる。また,フ リー株の特性が 4～ 5年維持される

ことや,モデイク病の発現が極めて少ないことから,4～
5年は種子として使用可能と思われた。

引 用 文 献

1)潮 1到二,忠 英一 ,松田幹男 1986栄養繁殖性野

菜のウイルスフリーに関する研究 第 2報 ニンニクの

生育特性 東北農業研究 39:317-318

暴露年次
発

1年 2年 3年 4年 5年

年次
時  期

(月 日)

全 重 (7) 球 重 (夕 ) 球 径 (綱 ) 裂球率 (%) 枯

フ 非 フ 非 フ フ フ 非

6 25

6 30

7  5

7 10

715

109

111

109

110

114

6 20

6 25

6 30

7  4

7 10

185

187

176

167

169

1

114

111

0 1 0

5

0

-284-


